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タイトル 

メディア掲載数・職員の広報意識がともに向上！ 

複業人材登用による 

情報発信強化に向けた実証実験が終了 

内 容 

三木市では、令和 3 年 10 月 4 日に株式会社 Another works と連携協定を締結

し、同社が運営する複業マッチングサービス「複業クラウド」を通じて、3 名の

広報アドバイザーを登用※し、市の情報発信強化をめざした実証実験に取り組ん

できました。このたび、実証実験が終了し、4 月 8 日に最終報告会を行います。 

※アドバイザーの募集には、21 名の方からご応募をいただきました。 

 

1 実証実験の期間 

  令和 3年 11月 15日（月）～令和 4年 3月 31日（木） 

2 広報アドバイザー 

  ・谷ノ内 識 氏（博士（政策科学）。追手門学院大学の広報課長で広報研究者。） 

  ・浅川 淑子 氏（デザインアドバイザーを兼務。元 外国政府観光局広報職。企

業広報誌等の編集職を経て、現在は株式会社スパイラリングア

ップにて、PRやマーケティングのコンサルティング、組織コー

チングに従事。） 

  ・川副 祐樹 氏（三木市出身。大手メーカーで社外・社内広報を担当。） 

3 最終報告会 

(1) 日 時 4月 8日（金）午後 3時～（1時間程度を予定） 

(2) 場 所 オンライン開催 

(3) 出席者 ・三木市 仲田一彦市長 

      ・㈱Another works 大林尚朝代表取締役 

      ・広報アドバイザー・デザインアドバイザー 

セールスポイント 

 高度な専門知識と実務経験を持つアドバイザーからの助言を受けながら情報

発信強化の取組を行ったところ、主に以下の成果が得られました。 

この実証実験で生まれた動きを継続し、市に関わる方に安心・喜び・誇りを感

じてもらえる情報発信を推進します。 

【主な成果】 

●全国紙掲載数（1 月～3 月） 昨年 11 件→今年 15 件、●職員の発信タイミン

グに関する意識指数 1 月時点 47%→3 月時点 50%、●職員の話題性考慮に関す

る意識指数 1 月時点 50%→3 月時点 51% 


